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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・今後有給休暇を取得したい場合は、ワークフロー提出に加えて、慶長JGMにも口頭で報告と相談をすること。また早めに有給休暇の申請を行うこと。
・自身の担当利用者様のデータベースの情報を最新のものに更新すること。また、自立支援医療や手帳などの社会資源について、今後有効期限の入力も進めていく。
・昇格試験について
日程：1月10日（木）・11日（金）・14日（月）　3日間

場所：メンタルケア病棟4メモリアルホール

試験時間：17：30～18：30

申込期限：12月31日（月）～1月4日（金）17：00

対象職員：中級受験資格者

申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込

受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告をすること。

受験申し込みは申込期間中に行い、申込されない場合は受験できない為注意すること。
・職員でインフルエンザA型罹患が確認されました。青森県内や八戸市内で罹患者が増加
しているので気をつけましょう。
・青陽館の避難訓練は1月15日（金）。来月のカンファレンスで話し合う予定。
・ハローワークのジョブガイダンスは2月の金曜日で検討している。日時が決まり次第、改めて連絡する
・2月7日（木）～14日（木）作業療法士実習生が見学予定
＜各種締め切り＞
・1/10（木）疾患別診療計画書（新担当）、週4回以上利用で医師の評価が6カ月されていない利用者様がいれば、医師の評価を忘れずに。
・1/15（火）12月経過、疾患別診療計画書や各年間行事の報告書の期限も守るように。

・1/21（月）プログラムテキスト
＜研修案内＞
〔外部研修〕

・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕
・1/22（火）、23（水）院内研修　テーマ：｢処遇制限について（実技）｣

　講師：加藤　直行(東病棟Ｎｓ)　場所：メンタルケア病棟3階会議室

・2/5（火）法人研修　ビデオ研修2/7（木）　テーマ：「個人情報保護法について」
講師：わかば法務事務所　久保隆明氏

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

医療安全対策管理委員会より

· 事故報告書とインシデントの書式が古いまま提出される事があり、必ず委員会の所定の

フォルダ内にある書式へ入力するように。書類は書く管理者から印を全て貰い、委員長へ提出するように。

＜利用者様情報＞
デイケア
・根地戸　恵様～来所後から表情の冴えなさが認められている。本人と交際相手の病状が不安定であることについて「“このまま具合が悪くても良い”って言ったから、『自分は安定したほうが良いと思う』って伝えたら喧嘩した。仲直りはしてない」と話しており、その考えは間違いではないことを伝えている。
・中村与一郎様～昨日就労継続支援B型カシオペアの見学を実施。感想を聞くと「まあまあ」と曖昧に返答するため詳細を確認すると「昼食を100円で食べられるのはいいんですけど、工賃（300円/時）が安くて…」と話している。就労継続支援A型事業所を含め他事業所も見学してみるよう助言している。
・上川原　豊様～昨日不動産と八戸市役所生活福祉課へ行く用事があると話していた。“昨日市役所で何してきたんですか？”と確認すると「色々だよ」と言葉を濁している。18日不動産と市役所へ行くためデイケアを欠席するとのことだが、何の手続きを行っているか不明。本日、生活保護担当者が不在であったため明日連絡し確認予定。
デイナイトケア
・倉橋　生子様～昨日帰荘後の日課は遅れず取り組んでいたとのこと。本日のデイナイトケアでは昨日のような多弁さはなく居眠りをしていることが多かった。　1月12日（土）当院入院予定。
・岩城　敏夫様～青風荘から情報提供があり、自身のペットボトルに入れた水の量が減っており「誰かが飲んでいる」と訴えることがあった。本日のデイナイトケアでは上記のような被害的な訴えはない。
・板橋　利美様～「部屋のドアがギーギーってなる。隣部屋の山田隆雄さんに嫌がらせされているのかな？」と青風荘スタッフへ相談することがあった。その後居室ドアを確認し可能な範囲で修理している。被害的に捉えていることについて自覚しているようで、「山田さんには言ってない。スタッフにだけ」と話している。本日のデイナイトケアでは上記について話すことはない。
ナイトケア
・村上　元道様～「いつも昼から店舗に物を搬入してるんだけど、今日は一日中ごぼうを洗う作業しかしなくて疲れた」と話している。「お金ないからご飯代払えないのよー給料日には支払いとかですぐなくなる」と話すが、母や妹へ金銭を工面しているかは不明。終始落ち着いて過ごしている。
・石切　久　様～グループホーム世話人から連絡がある。1月17日（木）以外でナイトケア見学の希望があり、日程調整後に連絡することとしている。
カンファレンスシート（関向　智　様）

実施日：H31年1月10日（木）13：30～14：00

検討内容　目標と計画の確認

	氏名
	関向　智
	性別
	男
	年齢
	35
	生年月日
	S63年6月10日

	主病名
	うつ病、強迫性障害
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	積極的にデイケアに参加していき、就労への準備を進めていく。

	本人希望
	活動せず家にいることが多かった為、日中の活動を通して生活リズムを整えていき、今後の仕事を考えていきたい。

	家族希望
	仕事など、今後の生活を考えて欲しい。

	入院歴
	計0回

	通所歴
	2回目（当院デイケア）

· 今回：Ｈ29年9月19日～

	その他サービス利用
	なし

	住居：実家
	家族構成：母と2人暮し

	利用制度
	手帳　申請中
	
	他　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載
八戸市にて同胞2名第2子長男として出生。幼少期に両親が離婚し母親と生活していた。父親に精神障害があったとのことだが詳細不明。高校卒業後就職するが長続きせず、アルバイトや派遣社員の職を転々としていた。就職活動の為、H20年頃大阪へ上京するが仕事が長続きせず2年程度で帰省。帰省後はまともに仕事する事はなかった。H22年頃、自身の体臭が過度に気になり、周囲の人が口元をおさえたり、咳払いをすると「自分がくさいから」と感じ、徐々にひきこもって生活するようになった。以降、手洗い行為、ガスや水の元栓の確認、鍵の施錠の確認などを頻回に行うようになった。また、近隣住人の話し声に過敏に反応し、自分の悪口を言われていると考え、常時耳栓を装着し生活するようになった。以降、上記症状が徐々に悪化し、人と交流を避け、全く外出せずに生活するようになった。働く意欲も湧かず、苛々した生活が続いてるため、このままではダメだと自分で思うようになり、当院へ受診希望あり。H26.10.31当院初診。デイケアの利用希望が聞かれ、デイケアの見学を実施し、H27.1.26より利用開始。




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状と生活を安定させ、就労を目指していく。
	①生活リズムを整えつつ、活動性の向上を図る。
	①自分からプログラムに参加していき、活動性の向上を図る。
	①就労支援プログラムに自分からプログラムに参加し、活動的に過ごしていく。スタッフからプログラム等の活動を促していき、日中活動の提供を行っていく。

	
	②対人交流技能の向上を図る。
	②プログラムでの発言や、他利用者との交流を通じ、対人交流技能の向上を図る。
	②デイケアのプログラムで発言していき、対人交流技能の向上を図る。他者との交流やプログラムを通じて、他者との距離の取り方を学んでいく。スタッフは他者と適切な距離を保って活動できるように、声かけを行っていく。

	
	③就労への準備を進めていく。
	③就労支援プログラムを通じ、就労への考えや方向性を考えていく。
	③就労について自身の考えを定めていき、今後の方向性を考えていく。生活や仕事の状況を確認し、問題がある際には対処法を検討し、早期解消を図っていく。本人が希望する生活や仕事を行なえるよう、具体的な計画を話し合い、目標を立て実践していく。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状（達成率）
	今後の対応

	①自分からプログラムに参加していき、活動性の向上を図る。
	自分から就労支援プログラムに参加しており、拒否なく終了まで取り組むことができている。空き時間は、何か活動を行うことはなく、特定利用者と交流しながら過ごしている。
達成率：80%
	自分から各種プログラムに参加出来ており、大きな問題はない。利用頻度の減少と仕事の疲労感から、今後活動状況に変化が生じる可能性があるため、今後も目標計画を継続しつつ、デイケアの活動に参加しながら本人の状態に合わせて目標を変更していく。

	②プログラムでの発言や、他利用者との交流を通じ、対人交流技能の向上を図る。
	特定利用者やスタッフのみではあるが、自分から声を掛け交流することが増えてきている。促しがなくとも自分から発言している。
他者の事を気遣って行動しているが、気遣い過ぎて本人の負担になることがある。仕事場では同様のコミュニケーションは出来ていない様子。

達成率：60%
	デイケアでは、特定利用者とは積極的に交流しており、その他利用者とは声を掛けられない限り交流することは少ない。必要最低限の交流は可能ではあるが、仕事にて対人関係に関する発言があり、上手く対処出来ていない様子。また、無理をして気遣うこともあり、本人の負担となることがある為、今後も目標計画を継続し、来所時に対人関係面の能力向上を図れるよう関わっていく。

	③就労支援プログラムを通じ、就労への考えや方向性を考えていく。
	6月より就労継続支援B型施設「ロード」の正式利用を開始し、利用日は減少している。仕事の内容は問題ないが、対人関係について、相手の動きを気にし過ぎている様子が窺え、本人自身仕事のしづらさを感じることがあると話してる。11月頃、上記不満が溜まってしまい、仕事場の変更を検討。特定相談員とも相談しながら検討し、現在の施設に仕事環境の変更を相談し、それでも困難だった場合は、仕事場を変更することとしている。12月初旬、本人より報告があり、環境が変更となってから仕事がしやすくなったとのことで、今後も継続して同施設の利用を行うこととしている。
達成率：60%
	仕事に関して気になることは相談出来ているが、対処対応に関しては積極的に行っていない様子。仕事のしづらさを感じており、対処までに時間を要し負担を感じていることが多い。上記を解消できないと今後の施設利用や就労の方向性に変化が生じる可能性がある。今後も目標を継続し、来所時には仕事の状況を確認しつつ、問題に対しては適切に迅速に対応できるよう促し、支援していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状と生活を安定させ、就労を目指していく。
	①生活リズムを整えつつ、活動性の向上を図る。
	①自分からプログラムに参加していき、活動性の向上を図る。
	①就労支援プログラムに自分からプログラムに参加し、活動的に過ごしていく。スタッフからプログラム等の活動を促していき、日中活動の提供を行っていく。

	
	②対人交流技能の向上を図る。
	②プログラムでの発言や、他利用者との交流を通じ、対人交流技能の向上を図る。
	②デイケアのプログラムで発言していき、対人交流技能の向上を図る。他者との交流やプログラムを通じて、他者との距離の取り方を学んでいく。スタッフは他者と適切な距離を保って活動できるように、声かけを行っていく。

	
	③就労への準備を進めていく。
	③就労支援プログラムを通じ、就労への考えや方向性を考えていく。
	③就労について自身の考えを定めていき、今後の方向性を考えていく。生活や仕事の状況を確認し、問題がある際には対処法を検討し、早期解消を図っていく。本人が希望する生活や仕事を行なえるよう、具体的な計画を話し合い、目標を立て実践していく。


